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非
接
触
型
体
温
計
を

奉
仕
団
に
配
備

富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団

６
つ
の
統
一
活
動

　

令
和
の
時
代
も
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
元
号
が
発
表
さ
れ
た
時
の
あ
の
気

持
ち
の
高
揚
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
冬
、
後
に
「CO

V
ID
–19

」

と
名
付
け
ら
れ
た
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
生
活
は
急
激
に
変
容
し

ま
し
た
。
な
か
な
か
購
入
で
き
な
い
マ

ス
ク
。
手
作
り
を
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
３
つ
の
密
を
避
け
ま
し
ょ
う
」
と

と
も
に
春
頃
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と

は
、「
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し

ょ
う
」。
ウ
イ
ル
ス
は
人
に
入
り
込
ん

で
運
ば
れ
感
染
を
広
げ
る
た
め
、
そ
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
人
々
の
動
き
を
止

め
る
こ
と
は
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
で

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
く
は
、
対
面
で

の
活
動
で
す
。
国
連
の
世
界
保
健
機
関

（W
H
O

）
の
定
義
で
は
、
高
齢
者
は

６５
歳
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
定
義
を
踏
襲
す
る
と
赤
十
字
奉
仕
団

員
自
身
や
奉
仕
団
員
が
接
す
る
人
の
多

く
が
比
較
的
重
症
化
し
や
す
い
と
さ
れ

る
高
齢
者
と
な
り
ま
す
し
、
基
礎
疾
患

を
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
自
分

の
身
を
守
る
た
め
、
大
切
な
家
族
や
周

囲
の
人
を
守
る
た
め
、
全
国
の
赤
十
字

奉
仕
団
は
多
く
の
活
動
を
自
粛
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
さ
す
が
は
働
き

者
、
富
山
の
赤
十
字
奉
仕
団
員
。
消
毒

や
手
洗
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
心
掛
け
、
６
月
頃
か
ら
は
可
能
な

範
囲
で
活
動
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
は
、

ま
だ
し
ば
ら
く
続
き

そ
う
で
す
。
感
染
予

防
を
行
い
つ
つ
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
み
ん

な
で
乗
り
切
り
ま
し

ょ
う
。�

（
県
支
部
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

は
、
今
も
な
お
終
息
が
見
通
せ
な
い
状

況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
赤
十
字

奉
仕
団
の
皆
様
に
は
感
染
対
策
を
行
っ

た
上
で
活
動
を
継
続
い
た
だ
く
よ
う
な

場
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
支
部
か
ら

各
奉
仕
団
に
非
接
触
型
体
温
計
を
配
備

し
ま
し
た
。

　

活
動
や
会
議
を
行
わ
れ
る
際
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

体温計へのシール貼付と
電池装填は、青年奉仕団
が手伝ってくれたよ！
このお手伝いの後には、
献血にも協力してくれた
よー。

全　国 地域赤十字奉仕団　 ２，１２４団　 １，１５０，２２７人
青年赤十字奉仕団　　 １５７団　　　 ６，３２７人
特殊赤十字奉仕団　　 ６３４団　　　３１，９４７人
　　　 計　　　　　２，９１５団 　１，１８８，５０１人

赤十字奉仕団結成状況 （令和 ２年 ３月３１日現在）

富山県 地域赤十字奉仕団　　　５３団　　　 ３，４４０人
青年赤十字奉仕団　　　 ２団　　　　　６６人
特殊赤十字奉仕団　　　 ７団　　　　 １５０人
　　　 計　　　　　　 ６２団　　　 ３，６５６人

①
在
宅
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問

②
社
資
募
集
、
赤
十
字
運
動
月
間

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力

③
災
害
時
に
お
け
る
救
援
活
動

④
献
血
推
進
活
動

⑤
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

⑥
赤
十
字
講
習
の
受
講

　

こ
の
他
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
活
動
を
各
団
で
行
い
ま
し
ょ
う
。



（2）赤十字奉仕団とやま令和 ３年 ３月１５日 第３６号

令
和
３
年
度
富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
事
業
計
画

４　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
（
富
山
市
）

５　

月　

赤
十
字
運
動
月
間

　
　
　
　

全
国
赤
十
字
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　
　

在
宅
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
中
央
委
員
会
（
本
社
）

６　

月　

第
３
Ｂ
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
代
表
者
及
び
担
当
者
会
議
（
岐
阜
県
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
・
研
修
部
会

（
県
支
部
）

　
　
　
　

支
部
赤
十
字
奉
仕
団
担
当
者
会
議
（
本
社
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

７　

月　

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
（
富
山
市
、
高
岡
市
）

９　

月　

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
た
情
報
交
換
体
験
会
（
県
支
部
）

１０　

月　

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
関
東
地
方
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

第
３
Ｂ
支
部
合
同
災
害
救
護
訓
練
（
富
山
市
）

１１　

月　

第
３
Ｂ
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
並
び
に
担
当
者
会
議
（
愛
知
県
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
会
議
（
富
山
市
）

１２　

月　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
部
会
役
員
会
（
県
支
部
）

１　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
編
集
委
員
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
支
部
指
導
講
師
研
修
会
（
本
社
）

２　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
編
集
委
員
会
（
県
支
部
）

３　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
（
第
３７
号
）
発
行

＊
全
国
を
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
富
山
県
支
部
が
属
す
る
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

（
第
３
Ｂ
）
は
、
富
山
・
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・
長
野
・
愛
知
・
静
岡
・
三

重
の
８
県
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す 　

赤
十
字
奉
仕
団

富
山
県
支
部
委
員
会

役
員
候
補
者

「奉仕団とやま」リニューアル
　読みやすくて見やすい、そして親しみやすい機関紙を目指して、
「奉仕団とやま」の紙面をリニューアルしました。
●文字詰めは１５文字に
　 １段の文字詰めは１５文字になりました。
●紙面にもゆとりを
　行数を減らして余白を増やし、ゆとりある紙面にしました。

「奉仕団とやま」リニューアル

　

令
和
３
年
３
月
２
日
開
催
の
常
任
委

員
会
で
、
支
部
委
員
会
の
役
員
候
補
者

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
２
年
）

委 

員 

長　

岡
﨑　

智
子（
富
山
地
区
）

（
八
尾
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

副
委
員
長　

吉
國　

姃
子（
高
岡
地
区
）

（
福
岡
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　 

〃�

　

深
川　

紀
子（
新
川
地
区
）

（
上
市
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　 

〃�

　

山
田　

順
子（
砺
波
地
区
）

（
砺
波
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　 

〃�

　

山
口　

康
司（
特　
　

殊
）

（
富
山
県
無
線
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

常
任
委
員　

中
村
ひ
と
み（
富
山
地
区
）

（
白
菊
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　 

〃�

　

竹
苗　

典
子（
高
岡
地
区
）

（
下
村
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　 

〃�

　

大
角　

秋
代（
新
川
地
区
）

（
入
善
町
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　 
〃�

　

中
西　

順
子（
砺
波
地
区
）

（
小
矢
部
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
）

　

令
和
３
年
４
月
２０
日
開
催
の
支
部
委

員
会
で
承
認
さ
れ
る
予
定
で
す
。



（3） 赤十字奉仕団とやま第３６号 令和 ３年 ３月１５日

コ
ロ
ナ
禍
で
の

奉
仕
団
活
動
報
告

　

日
本
赤
十
字
社
作
成
の
ガ
イ
ド
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
３
つ
の
顔
を
知

ろ
う
！
」
は
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た

か
？

　

赤
十
字
奉
仕
団
員
の
信
条
に
は
、

「
常
に
く
ふ
う
し
て
人
び
と
の
た
め

に
、
よ
り
よ
い
奉
仕
が
で
き
る
よ
う
努

め
る
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
富
山
の
赤

十
字
奉
仕
団
は
工
夫
を
し
て
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
を
活
用
し

た
奉
仕
団
の
中
か
ら
、
そ
の
内
容
を
紹

介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

砺波市

山　田

南砺市
利賀

　

感
染
確
認
者
が
１
月
２６

日
現
在
、
世
界
全
体
で
１

億
人
を
超
え
る
中
、
３
密

対
策
や
手
洗
い
、
消
毒
、

　

１２
月
５
日
、
参
加
団
員

１４
名
で
富
山
市
山
田
地
域

に
お
住
い
の
高
齢
者
訪
問

を
実
施
し
ま
し
た
。
集
合

　

コ
ロ
ナ
禍
で
赤
十
字
奉

仕
団
と
し
て
の
活
動
が
で

き
な
い
中
、
食
改
利
賀
支

部
の
主
催
で
奉
仕
団
、
地

マ
ス
ク
の
着
用
等
を
徹
底
し
な
が
ら
一

日
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ

不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

県
支
部
か
ら
い
た
だ
い
た
ガ
イ
ド
に

は
、
感
染
症
は
①
病
気
②
不
安
③
差
別

と
い
う
３
つ
の
顔
を
持
ち
私
達
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
や
こ
れ

ら
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
役
員
は
じ
め
団
員
な
ど
に
配

布
し
、
ま
た
１１
月
の
室
内
研
修
に
も
取

り
入
れ
、
み
ん
な
で
読
み
合
わ
せ
て
理

時
は
検
温
と
手
洗
い
、
３
密
に
は
十
分

注
意
し
、
弁
当
作
り
か
ら
始
め
ま
し

た
。
団
員
は
み
ん
な
手
際
良
く
、
２
時

間
ほ
ど
で
約
６０
人
前
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
お
弁
当
と
前
日
か
ら
役
員
で
準
備

し
た
マ
ス
ク
５
枚
、
カ
イ
ロ
１０
枚
、
花

鉢
、
ガ
イ
ド
本
を
携
え
、
ま
た
出
発
に

あ
た
り
訪
問
時
間
を
５
分
以
内
に
済
ま

せ
る
な
ど
互
い
に
注
意
点
を
確
認
し
あ

い
担
当
地
区
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。

　

訪
問
３
日
後
、
立
ち
寄
っ
た
お
店
で

偶
然
に
も
対
象
者
に
お
会
い
し
ま
し

た
。
お
配
り
し
た
マ
ス
ク
を
ち
ゃ
ん
と

着
け
て
お
ら
れ
、
弁
当
へ
の
感
謝
の
言

葉
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
が
読
み
や
す
い
の

で
よ
く
読
ん
で
い
る
と
の
言
葉
も
頂

域
づ
く
り
協
議
会
と
の
共
同
活
動
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
た
ら
と
高
齢
者
サ
ロ
ン
を
開
催

し
ま
し
た
。
感
染
防
止
の
た
め
参
加
者

に
は
３
密
を
避
け
、
検
温
、
消
毒
や
マ

ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
奉

仕
団
か
ら
は
ガ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
。

こ
の
感
染
症
の
怖
さ
は
病
気
が
不
安
を

呼
び
、
不
安
が
差
別
を
生
み
、
差
別
が

さ
ら
な
る
病
気
の
拡
散
に
つ
な
が
る
こ

と
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
私
達
の

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
出
来
る
こ
と
を
行
っ
て

ほ
し
い
と
理
解
促
進
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
動
発
表
会
や
訪
問

解
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し

た
。
３
月
の
総

会
で
も
活
用
し

赤
十
字
活
動
の

大
切
さ
と
共
に

ひ
と
り
で
も
多

く
の
方
に
広
め

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

き
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

未
曾
有
の
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で

訪
問
活
動
が
無

事
に
実
施
で
き

団
員
一
同
安
堵

支
援
の
対
象

者
、
奉
仕
団
員

に
も
こ
の
ガ
イ

ド
を
配
布
し
感

染
症
へ
の
理
解

や
普
及
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

（
委
員
長　

山
田
順
子
）

し
ま
し
た
。�

（
委
員
長　

田
中
幸
子
）

（
委
員
長　

野
原
喜
恵
子
）



（4）赤十字奉仕団とやま令和 ３年 ３月１５日 第３６号

令
和
２
年
度

富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会

日本赤十字社富山県支部

健康チェック表

あり　　　・　　なし

あり　　　・　　なし

味覚障害・嗅覚障害（匂いや味を感じない） あり　　　・　　なし

体温  

頭痛  

嘔気・嘔吐（気持ち悪い・吐く）

氏名

状態・症状の項目 現在の状況

令和2年7月16日

鼻汁・鼻閉（はなみず・はなづまり）

緊急連絡先

奉仕団名

マスクは着用していますか

【参加条件】
　〇状態・症状の項目
　　体温37.0度以下、すべての項目が「なし」であること
　〇感染防止対策の項目
　　すべての項目が「はい」であること

はい　　・　　いいえ

　　　　　　　　　　　℃

あり　　　・　　なし

あり　　　・　　なし

あり　　　・　　なし

あり　　　・　　なし

あり　　　・　　なし

あり　　　・　　なし

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

感染防止対策の項目

手洗いや手指消毒はしましたか

咽頭痛（のどのいたみ・違和感）

咳  

呼吸困難（息苦しさ）

実施の状況

はい　　・　　いいえ

下痢  

その他（気になる症状）

全身倦怠感（だるさ）

直近２週間以内の発熱や上記の症状

家族・身近な人の上記の症状

あり　　　・　　なし

あり　　　・　　なし

　

今
年
度
の
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
、
年
度
当
初

の
予
定
か
ら
日
程
や
内
容
を
一
部
変
更

し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
と
は
違
い
、
講
義
後
に
は
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
な
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
ご
感

想
、
ご
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

受付で健康チェック

会場内はソーシャルディスタンス

参加者の感想 ★団員の高齢化に伴い、新規入団者がなかなかい
ません。赤十字活動のやりがい、魅力をどう伝
えていけばよいのか悩みます。

★ひとり暮らし宅への訪問では、こちらが申し訳
なく思うほど丁寧に御礼を言われてしまう。何気
なく行ったけれど、あぁ良かったなと思いました。

★他の支部の活動など、参考となる事例の紹介な
ど知る機会があれば良いと思う。

★コロナ感染が収まらないため、体をかけた活動
はなかなか難しいと思われる。今は社資等の協
力で補う方向だと思う。

★被災地での救護活動、奉仕活動について、経験
者のお話を聞きたいです。

Ｑ. 献血が社会の中でいか
に有効に活用されている
のか、もっと知りたいで
す。

Ａ. ぜひ血液センターに見
学にいらっしゃってくだ
さい。血液製剤の使われ
方や供給課の設備などを
ご見学いただけます。

Ｑ. 他団体との連携をどの
ように進めれば良いのか。

Ａ. 顔の見える関係作りと
奉仕団の活動内容を知っ
ていただくことが第一歩
だと考えます。総会資料
を渡している団もあるよ
うですよ。

Ｑ. 無線奉仕団の活動とは、どのような
ことをされているのですか。

Ａ. アマチュア無線愛好者で組織されて
おり、普段は JARL（日本アマチュア
無線連盟）富山県支部としても活動さ
れています。災害時に赤十字の救護活
動を円滑に遂行させるためにも日頃か
ら通信訓練を行うなど技術の研鑽を行
っています。

◀健康チェック表

□
富
山
・
新
川
地
区
、
特
殊
対
象

　

開
催
日　

７
月
1６
日
㈭

　

場　

所　

サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま

　

参
加
者　

２３
団
５５
人

□
高
岡
・
砺
波
地
区
対
象

　

開
催
日　

７
月
３1
日
㈮

　

場　

所　

高
岡
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者　

２２
団
５０
人

□
内
容

◆
映
像
放
映

・「
赤
十
字
こ
の
1
年
」

・「
ウ
イ
ル
ス
の
次
に
や

っ
て
く
る
も
の
」

◆
講
義

・
赤
十
字
の
歴
史

・
赤
十
字
の
基
本
原
則

・
富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
６
つ
の
統
一
活
動

・
他
団
の
活
動
を
知
る

・
活
動
の
推
進
力
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
と
は

※
「
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
」
活
用



（5） 赤十字奉仕団とやま第３６号 令和 ３年 ３月１５日

Ｑ. 当地域では防災に関する意識・取組みが希薄です。自治会と連携し、防災イベントを行いたいのです
が、どうしたらよいですか。
Ｑ. 「赤十字防災セミナー」について詳しく知りたい！

Ａ. 地域の防災イベントでは、炊き出し体験や赤十字の救援物資の展示を行う奉仕団が多いように思いま
す。まずは、地域のみなさんと一緒に「考える」きっかけ作りとして、「赤十字防災セミナー」を受講
されてはいかがでしょうか。
　◆赤十字防災セミナー◆
　　過去の災害の教訓を踏まえ、大規模災害から人々のいのちを守るためには、地域コミュニティにおけ
る「自助」と「共助」の力を高める防災教育が重要となっています。
　　あなたの街で災害が発生したら…予想される被害や救助活動、避難生活などの課題を具体的にイメー
ジしながら、命を守る方法を地域に密着した形で学ぶのが「赤十字防災セミナー」です。
　【内容】下記カリキュラムより組み合わせが可能です。
　　・災害への備え
　　　災害・防災についての考え方、想定される被害等から備えの重要性を理解する
　　・災害エスノグラフィー
　　　被災者の経験談を通じて、過去の災害を追体験することで被災を具体的にイメージする
　　・災害図上訓練（DIG)
�　地域の防災マップの作成を通じて、防災上の資源や危険箇所を把握・理解し、個人や地域で予め行
うべきことを検討する

Ｑ. 災害時に炊き出し以外で出来ることはありますか。

Ａ. 災害の規模によりますが、炊き出しも一回限りでなく １日 ３食×複数日が想定されます。赤十字奉仕
団が地域防災組織の一員となっているのであれば、避難所が開設されれば、その運営メンバーの一員と
して受付や環境美化、救援物資の受取や配布などあらゆる場面で必要とされるかもしれません。また、
女性団員であれば、授乳をされたいお母さんや着替えをしたい少女にも寄り添ってあげてほしいとも考
えています。県支部でも災害対策本部が立ち上がり県外からも救護班がやってくるため、その受け入れ
に伴う事務作業や義援金の受付にお力を貸していただくかもしれません。大規模災害が発生すれば、一
日や二日で終息するわけではありません。地域で、県全体で一丸となって取り組みたいと考えています。

Ｑ. 子どもたちと一緒に出来る取り組みを教えて欲しい！

Ａ. 他のボランティア団体に比べ、青少年赤十字加盟校（幼稚園・保育園・小学校・中学校・義務教育学
校・高校・支援学校）と既に接点があることが赤十字の強みです。最終的にはそれぞれの学校長判断と
なりますが、赤十字奉仕団を学校側に紹介することも可能です。連携をお考えの団は、県支部にお問い
合わせください。
　　子どもたちとの連携活動としては、全国的に見てもやはり「炊き出し」が人気です。防災教育「まも
るいのちひろめるぼうさい」（小中高校生向け）や「まちがいさがしきけんはっけん」（幼児向け）、赤
十字講習と合わせてお考えであれば、県支部職員も学校に出向いてお手伝いします。
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《 我 が 団 の 紹 介 》

黒
部
市
石
田
赤
十
字
奉
仕
団

委
員
長
　
出
戸
端
　
淑
　
子

新
庄
北
赤
十
字
奉
仕
団（
富
山
市
）

委
員
長
　
土
　
肥
　
靖
　
子

　

当
団
は
、
昭
和
５７
年
７
月
に
黒
部
市
初
の
赤
十

字
奉
仕
団
と
し
て
石
田
地
区
に
結
成
さ
れ
、
令
和

４
年
に
は
創
立
４０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

地
元
婦
人
会
役
員
1５
名
で
発
足
し
、
現
在
、
団

員
は
４０
名
で
地
域
住
民
と
の
交
流
を
大
切
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

結
成
当
時
か
ら
継
続
し
て
い
る
活
動
と
し
て
、

障
害
児
入
所
施
設
「
黒
部
学
園
」
で
は
、
児
童
が

使
う
衣
類
・
寝
具
の
補
修
、
ち
り
紙
折
り
の
作
業

を
行
う
と
と
も
に
学
園
祭
な
ど
の
行
事
に
も
参
加

し
、
ふ
れ
あ
い
活
動
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
に

い
か
わ
総
合
支
援
学
校
で
も
運
動
会
や
ク
リ
ス
マ

ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
団
員
の
親
睦

を
図
る
た
め
の
温
泉
旅
行
や
活
動
資
金
集
め
の
友

愛
セ
ー
ル
後
の
昼
食
会
な
ど
は
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
活

動
が
中
止
に
な
り
、
団
員
が
集
う
機
会
を
持
つ
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

私
達
の
新
庄
北
校
区
は
平
成
２０
年
新
庄
よ
り
分

離
・
独
立
し
た
富
山
市
で
一
番
新
し
い
校
区
で

す
。
又
奉
仕
団
は
遅
れ
て
２６
年
に
分
離
し
県
下
で

最
後
に
誕
生
し
た
地
域
奉
仕
団
で
す
。
県
支
部
ま

で
の
距
離
が
最
も
近
く
心
強
く
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
団
員
は
現
在
７７
名
で
す
。

　

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大

に
伴
い
活
動
の
範
囲
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

達
奉
仕
団
だ
け
で
な
く
、
例
年
な
ら
地
区
の
行
事

も
活
発
で
、
そ
れ
に
伴
い
地
域
奉
仕
団
と
し
て
参

加
・
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
別
に
し

て
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
秋
の
文
化
祭
、
第

一
高
校
文
化
祭
と
こ
れ
ら
は
全
て
炊
き
出
し
が
中

被
災
地
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
赤
十
字
助
け

合
い
の
精
神
が
こ
こ
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
し
、
災
害
時
の
救
護
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば

と
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
、
住
民
体
育
大
会
、
そ
の

他
屋
外
で
大
勢
の
人
が
参
加
す
る
行
事
に
は
、
救

護
班
と
し
て
参
加
し
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活

動
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
の
６
つ
の
統

一
活
動
は
常
に
中
心
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
最
後
ま
で
先
送
り
と
な
っ
た
の
は
、
皆

様
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
た
団
員
間
の
研
修
を
兼

ね
た
親
睦
会
で
す
。

　

早
く
平
穏
な
日
々
が
戻
り
、
今
ま
で
の
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

ス
会
な
ど
の

行
事
で
交
流

を
し
て
い
ま

す
。
地
域
の

防
災
訓
練
で

の
炊
き
出
し

や
災
害
義
援

金
の
募
金
活

動
は
、
赤
十

字
奉
仕
団
の

活
動
を
身
近

に
知
っ
て
も

心
で
赤
十
字

を
Ｐ
Ｒ
す
る

良
い
機
会
と

思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
達
の
炊

き
出
し
は
無

料
で
提
供
す

る
代
わ
り

に
、
皆
様
に

お
気
持
ち
を

い
た
だ
き
義

援
金
と
し
て
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令和 ２年度　富山県支部扱い義援金・救援金
※金額及び件数は1／３1〆

国内 東日本大震災義援金� 　３０件　　３５３，３４３円
平成２８年熊本地震災害義援金� １１件 　　６６，３２９円
平成２９年 ７ 月 ５ 日からの大雨災害義援金� １ 件　　　５，０００円
平成３０年 ７ 月豪雨災害義援金� ４ 件　　１０６，１０３円
令和元年台風第１９号災害義援金� ４４件　　４６７，７７８円
令和 ２年 ７月豪雨災害義援金� ５３件　４，０８３，８９６円

海外 中東人道危機救援金� 　 ２ 件 　　６０，０００円
バングラデシュ南部避難民救援金� 　 １ 件 　　２０，０００円
令和 ２年度ＮＨＫ海外たすけあい� 　６４８件　４，６９７，４７９円

合計　７９４件　９，８５９，９２８円

　

令
和
３
年
３
月
２
日
開
催
の
常
任
委

員
会
で
、
令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
研
修
旅
行
「
日
本
赤
十
字
発

祥
の
地
・
九
州
を
巡
る
旅
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
た
め
次
年
度
に
見
送
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

旅
行
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様

に
は
申
し
訳
な
い
限
り
で
す
が
、
皆
様

の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
考
え
た
措

置
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　

富
山
県
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
始
め
ま
し
た
。
ア
カ
ウ
ン
ト
を

お
持
ち
の
方
は
、
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い

し
ま
す
。 奉

仕
団
研
修
旅
行

◎ Instagram
◎ Twitter

どちらも
◇フルネーム
　富山県青年赤十字奉仕団
◇ユーザー名
　toyama_rcy

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ペ
ー
ジ
開
設

（ ）奉仕団からの報告があった場合を除き、郵便振替を利用され日赤本社や被災地支部に
直接送金された分の件数・金額は、この記載に含まれておりません

　

日
赤
県
支
部
が
加
入
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

不
慮
の
事
故
（
大
小
に
関
わ
ら
ず
）

の
際
は
、
所
属
奉
仕
団
委
員
長
を
通

じ
、
市
町
村
の
日
赤
担
当
者
と
県
支
部

へ
報
告
し
て
下
さ
い
。

○
保
障
内
容

・
他
者
へ
の
賠
償
金　

５
億
円

・
自
身
の
傷
害　

死
亡
・
後
遺
障
害

1
、
２
５
４
万
円

　
　

入
院
一
日
ご
と　

６
、
３
０
０
円

　
　

通
院
一
日
ご
と　

４
、
２
０
０
円

○
保
障
と
な
る
活
動

・
日
本
国
内
に
お
け
る
奉
仕
団
活
動

（
所
属
奉
仕
団
及
び
日
赤
県
支
部
が
認

め
る
も
の
）

※
会
議
や
研
修
会
も
含
ま
れ
ま
す
。
海

難
、
山
岳
救
助
活
動
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
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表彰を受けられた方々おめでとうございました。今後益々のご活躍をご期待申し上げます。

◦
銀
色
有
功
章
（
継
続
１５
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

金
森　

辰
美（
朝
日
丘
赤
十
字
奉
仕
団
）（
氷
見
市
）

　

竹
苗　

典
子（
下
村
赤
十
字
奉
仕
団
）（
射
水
市
）

　

長
井
久
美
子（
南
砺
市
福
野
赤
十
字
奉
仕
団
）

◦
金
枠
感
謝
状
（
継
続
１０
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

小
林　

福
治（
富
山
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
）

　

清
水　

晴
乃（
宇
奈
月
赤
十
字
奉
仕
団
）（
黒
部
市
）

　

田
辺　

惠
子（
高
岡
中
央
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

廣
田　

律
子（
魚
津
市
赤
十
字
奉
仕
団
）

◦
銀
枠
感
謝
状
（
継
続
５
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

田
村　

義
秋（
清
水
町
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

　

深
川　

紀
子（
上
市
町
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

古
川
寿
加
子（
舟
橋
村
赤
十
字
奉
仕
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
日
本
赤
十
字
社
社
長
感
謝
状

　

藤
井　

暁
子（
と
も
し
び
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

山
下　

和
夫（
伏
木
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

◦
銀
色
有
功
章

　

長
井
久
美
子（
南
砺
市
福
野
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

株
式
会
社
シ
オ
建
築
設
計
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
朝
日
丘
赤
十
字
奉
仕
団
）（
氷
見
市
）

業
務
功
労

社
資
功
労

※
社
資
功
労
は
、
奉
仕
団
員
と
奉
仕
団
斡
旋
の
受

章
者
の
う
ち
、
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｒ
２
・
２
・
1
～
Ｒ

３
・
1
・
３1
）　

（
敬
称
略
）（
五
十
音
順
）

令
和
３
年
度
に

周
年
記
念
を
迎
え
る
奉
仕
団

５０
周
年

　

下
村
赤
十
字
奉
仕
団
（
射
水
市
）

　

宇
奈
月
赤
十
字
奉
仕
団
（
黒
部
市
）

４０
周
年

　

上
市
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

大
島
赤
十
字
奉
仕
団
（
射
水
市
）

　

砺
波
市
赤
十
字
奉
仕
団

３０
周
年

　

南
砺
市
利
賀
赤
十
字
奉
仕
団

２０
周
年

　

富
山
県
無
線
赤
十
字
奉
仕
団

　

富
山
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団

　

令
和
３
年
に
入
り
、
1
月
中
旬
に
は
３５

年
ぶ
り
の
大
雪
と
な
り
「
交
通
マ
ヒ
」

「
雪
か
き
」
と
大
変
な
事
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
桜
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み
、
春
本

番
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
各
奉
仕
団
は

感
染
予
防
に
留
意
し
つ
つ
活
動
に
励
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
献
血
呼
び
か
け
、
ひ
と

り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問
、
海
外
た
す
け
あ

い
、
コ
ロ
ナ
ガ
イ
ド
の
活
用
な
ど
コ
ロ
ナ

と
云
う
苦
難
を
前
に
心
を
ひ
と
つ
に
し
、

思
い
を
寄
せ
あ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
に
よ
る
不
安
と
緊
張

の
中
に
あ
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
い
う

少
し
の
明
か
り
が
見
え
か
け
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
収
束
を
願
う
と
と
も
に
、
各

奉
仕
団
に
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
す
よ
う
祈

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ご
寄
稿
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。�

（
吉
久
睦　

野
村
記
）

　
編
集
委
員

　
　

野
村　

絹
子　
　
　

山
田　

順
子

　
　

土
肥　

靖
子　
　
　

出
戸
端
淑
子

　
　

永
田　

信
子　
　
　

田
中　

幸
子

　
　

野
原
喜
恵
子　
　
　
　
　
　
　
　


